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大手が扱わない小型スポット溶接機で
微細な加工を実現

　独自の自社製品を持たないと中小企業は生き残れない―。
その思いから開発した超小型スポット溶接機「ミニミニウェル
ダー」は、会社の知名度を大いに高めた。スポット溶接とは、
薄い2枚の金属板を圧着しながら、コンデンサに蓄積された
電流を瞬間的に流し、その抵抗熱で金属を溶かして溶接する
方法。この製品は、制御回路をすべて電子化して電流の強さ
を抑えることで、マイクロミリメートル単位の薄膜金属同士の
微細な溶接加工を可能にする。また、通電パルスが非常に短
いので、部材焼けや変形が発生しにくいのも特徴。溶接ヘッ
ドはペン型、ピンセット型、ガンクリップ型などをそろえ、薄板
や微細な金属部品の溶接作業に特化した形状となってい
る。また、用途に合わせた溶接ヘッドの作成にも応じている。
　リチウムイオン電池・太陽電池の電極や、温度測定に用い
る熱電対の溶接などの用途で、多数の大学研究室や電気機
器メーカーに納入実績がある。医療分野では、大動脈瘤手術
の際に用いられる「ステントグラフト」という機器の製作にも
用いられている。血管の中に挿入して拡張させることで血管の
幅を広げるという、超精密な機器である。また、産業・医療分
野以外にも、アクセサリー製作などアート分野での利用も広
がっている。

　電子機器関係の設計・組み立て加工を中心に、検査・
出荷までを行う。回路設計・開発から製造出荷までを一貫
作業とすることで、“短納期”や“多品種少量生産”に対応
する。医療機器、理美容機器、一般家電、IT機器、産業機
器など幅広い分野で受注実績を持つ。主力事業は電子機
器の組み立て・加工。現在は医療機器用の電子部品ユ
ニットやセンサー機器などが中心で、売り上げの70ー80％
を占める。
　現取締役会長の臼谷功氏が、前身の臼谷電機（株）を
昭和33年に創業。旧三洋電機（株）の下請けとして発展を
続け、設計・製造を中心に“信頼”と“実績”を積み上げてき
た。組み立て加工が主力となる1980年代後半からは自社
製品である小型スポット溶接機「ミニミニウェルダー」の開
発・製造に乗り出す。その後、90年代初めには600坪の
工場を建設、社員数も200名規模に拡大した。しかしその
直後の平成6年、三洋電機（株）からの受注がゼロとなる
最大の危機を迎え、やむをえず大規模なリストラを敢行す
る。平成１７年には社内体制を一新して臼谷電子（株）とし
て再出発し、自社製品の開発を強化する。誕生した製品
は、オリジナル性の高いものと評価されている。

　今後の取り組み課題は、ミニミニウェルダーを低価格であ
りながらさらなる対応力を持った機器として発展させること。
多くの採用実績があるとはいえ、ユーザーは研究者が多く
ニッチな領域に止まっている。中小企業でも使いやすい仕様
にすることで、市場規模の拡大を狙う。そのためには、既に溶
接の技術ノウハウを持つ会社などとの連携がますます必要
となってくる。
　現在の10ー20％の売り上げである小型溶接機を、今後は
会社の主力事業として育てる方針。納入先の大半は企業・大学
の研究室であるため、技術的なフィードバックも多く、ノウハウ
の蓄積は多い。それらを生かしながら現在の小型用だけでな
く、精密機器工場の生産ラインで稼働する溶接ロボットへの
組み込みも検討中。また、現在はスポット溶接だけだが、それ以
外の電気溶接方法にも対応できるだけの余地も残している。
　ただ、現在の課題は次世代の人材不足。高い技術力を持
つ社員の確保するためにも、「売れるものづくりでないと意
味が無い」と臼谷社長は意気込みを示す。

　ミニミニウェルダーは、電子部品のはんだ付けを長年
続ける中で、もっと容易に細かい作業ができないかと
の思いから開発を始めた。もちろんこれまでも溶接機は
あったが、小型で微細な加工に対応する溶接機は、採
算性などの面から大手メーカーも手を出しにくかった。
「もともと大手と勝負しても勝てない。試行錯誤の結
果、“溶接”というニッチな分野に特化した」と臼谷公一
社長は話す。
　開発の背景には、長い下請け時代にメーカーからの
厳しい要求に答えることで、つくりこみのノウハウが蓄
積されていたことも挙げられる。臼谷社長は、「『設計』
と『製造』は基本的に別の考え方。製造の現場を知らな
い人間が行う設計とは違う」と、自社の強みを語る。設
計上は可能でも、その通りにいかないというのが製造
現場。現場をよく知っているからこそ独自の製品が生ま
れた。そして臼谷功会長が「30年間クレームは1件もな
い」と言うように高品質も実現した。
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主な事業内容
電子機器製造・加工、回路設計・開発

主な取引先（納入先）
アズワン（株）、双和電機（株）、（株）タカゾノ、
ニッポー（株）、（株）バルコム、
山岡金属工業（株）

【住　所】〒５７１-００５８ 大阪府門真市小路町７-２８
【ＴＥＬ】０６-６９０３-０５００
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【資本金】1,０００万円 【従業員】40名

旧三洋電機（株）の下請けとして、弱電関係
の設計・組み立て加工を約50年にわたり続
けてきました。事業の主力は電子機器の組
み立てですが、そのノウハウを生かした独自
製品の小型スポット溶接機「ミニミニウェ
ルダー」シリーズは、大学の研究室をはじめ
として長年ご支持を頂いています。現在、中
小企業は下請け業務だけで生き残るのは
非常に難しい時代。今後も改良を続けなが
ら、お客さまのニーズに合わせた展開を進
めます。長年培ってきた技術的なノウハウと
お客さまとのネットワークを生かしながら、
「社会に貢献できる商品づくり」を目指して
います。
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